研修出張様式５

	C.E.O.
	I.O.O.
	A.O.M.


研修報告書

	所　　属　南山苑　　　　　職　種　介護福祉士　　　　　　　氏　名　谷地　奈津子

	期　　間　　平成２２年　２月１３日　～　平成　　年　　月　　日

	出張目的　H21年度禁煙治療医療機関従事者研修会

	出 張 先　ラ・プラス青森

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　今回の研修は禁煙外来に従事している勤務者が多かった。禁煙コーディネーターに任命され、スタッフと自身の禁煙に働きかけるために勉強になった。まずは、禁煙を促す為に、本人の意思決定が重要になることから、「禁煙しようかなっ」と思う環境作りと、それに導く言葉掛けが必要である。現在、青仁会でも禁煙の活動は以前より急激に高まっており、禁煙を試みる職員も多くなった。“失敗するかもしれない”、“たばこを辞められるのか”という不安を喫煙者は抱いている部分に、長期的に関わる必要があると感じた。第１講話では特に、メンタル的な関わりが重要であることを学んだが、あめと鞭というように、少なからずのプレッシャーも無いと、なかなか禁煙に踏み込むことも出来ないのではとも感じた。禁煙外来での患者との関わり中心の研修であったが、どの分野にも共通して言える事は、コミュニケーションスキルであると感じた。相手の気持ちを動かしつつ、いい方向に持っていく点や、相手を洞察することは、医療の場ではいずれも欠かせない要素であると再認識した。また、“患者との信頼関係が鍵となる”ということで、1年後の電話連絡など、心配・応援している態度を見せることを要素としていた。コーディネーターの関わりでも、細めに言葉掛けをおこない、応援している姿勢を常に相手に分かるようにしていく必要があると感じた。

　現在の、法人のシステムは、禁煙を始めたスタッフへ2週間後面接をおこない、状況や不安を確認しその後の薬を渡すシステムである。こまめに言葉掛けをおこなう重要性を学んだことから、禁煙に取り組んでいるスタッフへ頻繁にアクションし成功へ導けるようにしたい。また、まだ禁煙に踏み切っていないスタッフへは、今回の取組みにより成功した人からの話を伝え、きっかけ作りをおこなうことも良いのではないかと思う。自分も出来るのではないか！？“禁煙をしてみよう”という動機付けが出来れば良い。その為に客観的に理解できるのは、呼気一酸化炭素濃度測定で目で見て自身の体に及ぼしている害を知らせることで動機付けを図る、また周囲に成功者を増やすことで可能性を知ってもらう、禁煙中のスタッフを知らせ周囲の協力も得るなどが考えられる。また同時に、失敗を恐れない為にも、サポート体制と勇気付けをおこなえるよう配慮したい。自分自身のコントロールもきちんとできるようにしたい。

＜研修内容＞

主催）青森県健康福祉部

参加者数：５０名程度　　主に禁煙外来をおこなっている病院

第１講話　　１３：３０～１４：００

「禁煙外来　あなたの禁煙を応援します」

　　　　　　　　　おひさまクリニック　院長　冨山月子

　○禁煙外来の概要

　・喫煙状況、禁煙の準備性に関する問診　　　　・身長・体重・血圧・他疾患の治療歴

　・喫煙に伴う症状の問診、診察　　　　　　　　・呼気一酸化炭素濃度測定

　・ニコチン依存症のスクリーニングテスト　　　・禁煙メリットの説明

　・ブリックマン指数　　　　　　　　　　　　　・禁煙の離脱症状の説明

　・身体的依存と習慣性依存の説明　　　　　　　・禁煙にあたっての問題点の把握とアドバイス

　・禁煙日誌の活用法　　　　　　　　　　　　　・禁煙宣言書作成

　・治療薬の説明と選択　　　　　　　　　　　　

・３ヶ月間２～４週間毎の受診（初診・２週間・４週間・８週間・１２週間）

・禁煙日誌を利用して問題点を把握、アドバイスをする

・禁煙薬処方

○喫煙の依存症

　・身体的依存（薬物療法）

　・習慣的・心理的依存　（学習によって習慣化した行動）

　　→薬だけでは成功率が低いと言われている

○禁煙が成功するために

　・禁煙外来者の心理を理解する→患者との信頼関係が必須

　・ニコチン依存症の病態を理解する

　・心理的依存の病態を理解する

　

○禁煙外来受診者の心理

　・喫煙の害を知っている

　・喫煙に不安（喫煙が不安を解消することを知っている）

　・喫煙に対してやましい気持ちがある

　・自分に自信が無い

　・自分が悪い

　　　→他の病気はなぜ自分だけがこの病気に！と思うが、ニコチン依存症は違う

○喫煙指導ではなく応援を

　・否定的な言葉を脅すような言葉は使用しない

　・患者の行動を否定しないでまず共感する

　・価値観を押し付けない

　・自発的に考えてもらう

　・動機や自信を与える発言をする

○禁煙のタイミング

　・禁煙開始にタイミングあり　→ストレスがかからない時に禁煙を開始する

　・禁煙の明確な意思がある（禁煙準備期）

　・禁煙の協力者を作ることができる　

○禁煙開始の時期が大切

　・行動変容のステージモデル

　　無関心期：禁煙に関心が無い

　　関心期：関心はあるがすぐに止める気は無い

　　準備期：禁煙開始日を設定する

　　実行期：禁煙後６ヶ月以内

　　維持期：禁煙後６ヶ月以上

○禁煙のモチベーションを確認する

　・なぜ禁煙するのか、言葉に出して説明してもらう

　・禁煙によるデメリットもあるがメリットをあげる

　・禁煙をして一番喜ぶ人、良いことを言葉にして確認する

　※他人から強いられた理由ではなく、自分の中からでた、自分のための理由が必要

　※自己決定論が大事

○禁煙外来再来

　・決心は長続きしない→１人で継続するのは難しい　行動強化のサポート役が必要
　・結果が改善したら称賛し自信をつける

　・小さな変化や努力を見つけ称賛する

　・望ましくない行動は、患者自身に分析してもらい、対処方法を一緒に考える

　・罰則ではなくご褒美

○禁煙指導のできるスタッフを育てる

　・患者と向き合う為に時間をかける　いつも気にしていることを伝える　電話相談にも応じる

　・３ヶ月間の禁煙外来終了後も禁煙の状況を確認する。（受診毎に、６ヵ月後、１年後）

第２講話　　１４：００～１６：１０

「禁煙治療を効果的に実施するためのポイント」

大阪府立健康科学センター健康生活推進部　部長（医師）　中村正和

○たばこの害

　・喫煙が原因で全死因の割合は27.8%。

　・糖尿病発症者にも喫煙者が多い

○禁煙の動機を高めるポイント

　・Ａｓｋ　：喫煙状況の把握

　　Ｂｒｉｅｆ　Ａｄｖｉｃｅ　：簡易なアドバイス

　　Ｃｅｓｓａｔｉｏｎ　ｓｕｐｐｏｒｔ　：禁煙実行の支援

○禁煙に関する情報提供の内容

　・禁煙の重要性を伝える　

· 楽に禁煙できる有効な方法があることを伝える

○禁煙治療の効果を高めるポイント

・禁煙開始日を話し合って決める

・禁煙にあたっての不安や心配事を聞きだして解決策を一緒に考える

・薬剤を上手に使う

・自信の強化

　　→①達成可能な目標設定と成功体験の積み重ね

　　　②「傾向と対策」（問題解決・スキルトレーニング）

　　　③あなたなら出来ると言う/禁煙できたらほめる

　　　④うまくいった身近な事例を紹介する

　　　⑤禁煙の思い込みを変える

○演習

　「禁煙外来に来た設定で禁煙を促す」

　・会話から糸口を探る

　・楽に禁煙できる方法があることを伝える

　・家族などの近い関係のものが喫煙者の場合は、自分が禁煙していることを伝え、極力近くで吸わないよう協力してもらう。

　「禁煙に失敗しまた再来院」

　・短期間の努力目標を提示する。（達成可能な短い期間で設定する）

　※1度失敗している人の方が、糸口が見つけやすい































